
デジタルタコグラフ＆ETC車載器・全車搭載
デジタルタコグラフの利点

ETC車載器取り付けのメリット

① 経済走行管理による燃料費の削減を実現
② 交通事故防止のためのタイムリーな運転指導を実現
③ 事務所業務の大幅合理化を実現
④ ニーズに応じた多彩な物流システムの構築が可能
⑤ ITS（高度道路交通システム）対応

現在の運輸業界では、石油資源の節約や排ガス・NOx低減のため、環境にやさしい運転が求められています。
弊社は下記の環境運転の提案活動を展開しています。

1. 『急発進・急停車・エンジン急回転の禁止を実施しています』
2. 『アイドリングストップの実行』
3. 『危険予知運転の実施』

■料金所でノンストップで、スイスイ通過できる。

■暑い日、雨の日も窓を開ける必要なし。

■小銭、チケット要らず。

■排気ガスや騒音低減にも貢献、
　環境保護につながる。

有料道路で、いちばん渋滞する料金所。ETCがあれば、
一旦停止することなく、通過できます。イライラしない
快適ドライブが実現します。

料金所で窓を開けると、夏は冷房が効いた車内が熱気で
ムンムン、豪雨の時は車内がビショビショ。でもETCが
あれば、窓を開けなくてもいいから快適です。

ETCなら、自動的に精算OK。もう、焦って財布をガサガ
サ探ったりして、小銭を用意する必要がありません。

料金所前の渋滞では、騒音や排気ガスが発生します。近隣
住民に迷惑がかかるばかりか、環境にも悪い。ETCなら、
渋滞が緩和され、環境保護にも役立ちます。
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